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平成 28年度事業計画書 

2-1 芳香族製品及びタール製品の市場調査に関する事業 

2-1-1芳香族製品 

(1)芳香族製品の生産等に関する統計調査並びにデータ開示 

昨年同様次の 3種の統計調査を行い公表する。 

①「芳香族製品生産出荷統計月報」 

②「芳香族製品輸出入統計」 

③「芳香族製品並びに誘導品に関する統計(年報)」 

(2)芳香族製品(海外動向)に関する講演会の開催 

会員相互の情報の共有化と､市場動向に関する啓蒙を図る。 

芳香族製品については、海外のアロマ動向に関する講演会を前年同様月 1回程度行う。 

本年も昨年同様、会員の関心の高い中国・アジア・米国関係のテーマを増やす。 

また、講師については昨年同様、商社に依頼する。 

(3)需要予測見通し作業の実施と公開 

｢芳香族製品｣については、以下の需要の見通し作業実施とその内容の公開。 

①ＢＴＸ需要見通し：5年間、3月頃実施 

②改質生成油の需要見通し：5年間、2月頃実施 

(4)その他 

関係諸機関へのデータ開示と作業協力 

・経済産業省が実施するＢＴＸ、及びＰＸ生産能力調査の作業協力(3月) 

・石油化学工業協会向けにアジア石化会議用の、需要実績の纏めと需要見通し(4月) 

・日本エネルギー学会誌のエネルギー特集記事の執筆協力（6月） 
 

2-1-2タール製品 

 下記定例業務について事務局にて実施する。個別発生案件等計画外事項については都度関係

会員協議の上対応する。 

(1)タール製品の生産等に関する統計調査並びにデータ開示 

例年同様次の 3種の統計調査を行い公表する。 

①「タール製品生産出荷統計月報」 

②「タール製品輸出入統計」 

③「タール製品並びに関係品に関する統計(年報)」 

(2)その他 

関係諸機関へのデータ提供 
 

2-2 芳香族工業及びタール工業の技術の向上に関する事業 

(1)第 50回日本芳香族工業会大会の開催 

期日 10月 12 日(水)、13日(木)、14日(金) 

場所 函館アリーナ(函舘市) 

大会行事は例年と同じく、講演会、技術・研究発表会、懇親会及び見学会とするほか、従

来同様のテーマ討論会を 10月 12日(水)夕刻に実施する。 

技術･研究発表会は今年も重点課題は特に設定せず幅広い分野から応募を募るが、設備管

理部門、環境・安全管理部門からの積極的な発表を要請する。テーマ討論会は｢教育・運

転支援｣､「設備管理」、｢環境・安全活動｣、の３テーマを予定。業界団体が主催する技術

研究発表大会は例も少ないことから積極的な PRを図り、幅広く参加者を募ることとする。 

(2)技術委員会、テーマ講演会、及び外部講演会の開催 

定例技術委員会は年 5 回開催し､テーマ講演は 5 件で計画する。また、外部講演会を 1～2

件企画する。 

テーマ講演、外部講演会の聴講者は技術委員会メンバーに限定せず、賛助会員も含めた会
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員会社社員の自由参加とする。ホームページに講演者と講演テーマを掲載するとともに、

技術委員を通じて会員各社内への PRを図る。外部講演会は技術、製造分野にとらわれず、

幅広い分野で会員各社の要望に沿った講演を企画する。 

(3)技術ミッションの派遣 

会員各社の製造･操業部門及び企画･技術部門の若手および中堅エンジニアを対象に成長･

発展著しいアジア化学産業の最新状況の視察(工場見学)と技術交流を目的とする技術ミ

ッション派遣を今年も計画する｡今年度は 6月にタイを訪問する予定で計画を進めている。 

訪問日程は 6月 20 日（月）～6月 25日（土）。訪問先はマプタプット工業地区：PTT Global 

Chemical, HMC Polymers、Thai MMA を予定している。参加応募者は正会員会社 14 社から

20名で、総勢 24 名の予定である。 
 

2-3 工業標準化に関する事業 

今後、ＩＳＯ改正要請があれば、国際標準化協議会に協力する。 

 

2-4 芳香族工業及びタール工業の環境・保安・製品安全に関する事業 

(1)環境安全委員会の充実 

定例環境安全委員会の開催を４回とするとともに、その内容をより充実させ、会員各社の

情報交換の場として活用できるようにする。テーマ講演は４回開催を予定し、テーマは各

社が対応を急ぐ緊急テーマ､興味･関心の高いテーマを中心に計画する。情報交流会(フリ

ー討論会)は、各社の関心の高い案件について実施する。外部講演会は１～２回企画し、

各社に最新の情報などを提供する。 

また環境行政に係る情報及びそれに対する化学業界の対応等をタイムリーに入手し､委員

会での迅速・適切な対応を取る。 

(2)法規制等への対応  

国内の改正労安法対応や、改正特化則対応、化審法による優先化学物質のリスク評価関連

の情報などを関連業界団体との連携を中心に収集し、対応する。 

(3)安全･防災への取組み 

化学会社及び周辺関係会社における事故･災害多発の状況において、安全･防災問題への意

識を高め､無事故･無災害に向けた活動を更に強化していく。 

(4)ＳＤＳの維持管理 

ＳＤＳ小委員会を適宜開催し、国内外の規制／基準・法制化等の動向の把握を実施する一

方、最新情報によるＳＤＳの維持管理も行う。 

(5)国際海事機関（IMO；International Maritime Organization）への対応 

IMOでは、2020年 7月 1日発効に向け、船型要件の見直しを進めている。当会会員関係で

は、クレオソート油輸送船が対象となっており、船型要件が厳しくなることが判明した（積

載容量が 20～50％減となる）。そこで、JAIAが事務局となって本件の関係会員 3社による

連絡会開催を開始したところである。今後も関係官庁や機関からの情報収集や、IMO への

対応策の検討を進めていく。 

 

2-5 芳香族工業及びタール工業の広報宣伝に関する事業 

ホームページと機関誌「アロマティックス」の両媒体を積極的に活用し広報宣伝活動を展開

する。ホームページと機関誌は以下の方針の下、具体的展開は、広報委員会において逐次検

討していく。 

(1) ホームページの活用 

・見易さ、親しみやすさ、わかりやすさなどの向上に努め、会員のみならず一般の閲覧者

への広報宣伝活動を展開する。 

・各種統計データ開示のスピードアップ化、ならびに各種統計データのＤＢ化により閲覧

者への利便性向上を図る。 

(2) 機関誌「アロマティックス」の充実 
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機関誌は専門技術情報誌であり、昭和 24 年 1 月発刊より読者から長期愛読され、社会に

認知されている。今後は更に一般の読者層にもわかりやすく且つ広く役に立ち、社会に貢

献するような情報誌を目指していく。 

またホームページから、バックナンバーの掲載記事の検索を行えるようにし、閲覧希望者

にはコピーを提供するよう計画する。 
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